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5,0001,0006,000鶴 来手取川

河道への

配分流量

(m3/s)

洪水調節施設に
よる調節流量

(m3/s)

基本高水の

ピーク流量

(m3/s)

基準地点河川名

（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項

鶴来美川

5,000 
m3/s

日

本

海

■手取川計画高水流量図■

（１）基本高水のピーク流量、並びにその河道及び洪水調節施設への

配分に関する事項

手取川の基本高水のピーク流量・計画高水流量

手取川水系河川整備基本方針（H15.10策定）概要
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基本高水は、洪水を防ぐための計画で基準とする洪水の
ハイドログラフ（流量が時間的に変化する様子を表したグ
ラフ）です。この基本高水は、現在の森林が適切に機能し
たとして、人工的な施設で洪水調節が行われていない状態
（流域に降った計画規模の降雨が河川に流れ出た場合）の
河川流量を表現して
います。

基本高水のピーク
流量は、このグラフ
に示される最大流量
の値です。

基本高水のピーク流量

基本高水のピーク流量
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計画高水流量は、河道を設計する場合に基本となる洪水
のピーク流量で、基本高水を河道と各種洪水調節施設に配
分した結果として求められる河道を流れる流量（基本高水
から各種洪水調節施設での洪水調節量を差し引いた流量）
です。

計画高水流量

基本高水のピーク流量
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基本高水は、計画降雨にもとづき、流出計算を行っ
た結果、基本高水のピーク流量は、6,000m3/sとな
りました。

手取川の基本高水のピーク流量

（鶴来上流域 流域平均雨量）
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手取川下流部の河道配分流量は、現況流下能力、河床
変動状況や断面形状などを勘案して5,000m3/sとし、
上流ダム群により1,000m3/sの洪水調節を行います。

上流ダム群として、手取川
ダム地点で800m3/s、大日川
ダム地点で2５0m3/s の洪水
調節を行います。

••洪水調節計画洪水調節計画

••河道配分流量河道配分流量

手取川の計画高水流量

手取川ダム手取川ダム

大日川ダム大日川ダム

鶴来鶴来
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手取川水系の洪水調節計画

※図中の手取川ダム、大日川ダムの洪水調節計画値は、それぞれのダム地点での値を記述
しています。

基準点（鶴来）で、1,000㎥/sの洪水調節量となる
ように、各ダム地点での洪水調節計画を行います。
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ダム高
153ｍ

EL.469.0m

死水容量 21,000千m3

堆砂容量 20,000千m3

常時満水位 465.0m

非洪水期 第2期洪水期 第1期洪水期
利水容量 190,000千m3 184,500千m3 170,000千m3

都市用水 16,200千m3 16,200千m3 16,200千m3

発 電 190,000千m3 184,500千m3 170,000千m3

第2期制限水位 464.0m

第１期制限水位 461.0m

最低水位 405.0m

洪水調節容量

非洪水期 2,500千m3

第1期洪水期 20,000千m3

第2期洪水期 5,500千m3

3/1 6/14 6/15 10/15

第2期洪水期 第1期洪水期

平成10年9月洪水の洪
水量到達時貯水位

450.72ｍ

基礎岩盤 316.0m

洪水調節概略図（計画）

手取川ダムの洪水調節計画

貯水池容量配分図
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流入量 放流量
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常時満水位　EL=465.0m

制限水位　EL=461.0m

ﾀﾞﾑｶｯﾄ量
1,342 m3/s

平成10年9月洪水での運用

（利水容量が大幅に空いている場合）

洪水調節計画は、制限水位から常時満水位までの容量で最大
800㎥/sの洪水調節を行いますが、利水容量に余裕がある場合
は、それ以上の貯留を行う場合もあります。

洪水調節開始流量
（350ｍ3/ｓ)

基本高水のﾋﾟｰｸ流量（ﾀﾞﾑ地点）（2,400ｍ3/ｓ)
[超過確率100年]

Ｑ＝（ｑ-350）
×0.61+350

q

Ｑ＝（ｑM-350）
×0.61+350

ｑM

Qmax=1,600ｍ3/ｓ

ﾀﾞﾑ放流量

ﾀﾞﾑ流入量
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２．平成１６年出水との比較
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平成16年新潟、福井、円山川の各豪雨が手取川流域に
発生した場合を想定しました。各豪雨
の想定は、雨域の中心が手取川流域の
真中にくるよう想定し、この雨量分布
から手取川流域の総雨量を推定しまし
た。この結果は右表に示す通りです。

手取川流域に各豪雨が発生した場合の想定

注）想定雨量は鶴来上流域 流域平均雨量

316手取川計画降雨4

234円山川豪雨３

240福井豪雨２

384新潟豪雨１

想定雨量
(mm/日)

降雨パターン№

新潟豪雨型 福井豪雨型 円山川豪雨型
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各豪雨の時間分布につい
ては、氾濫被害が生じた河
川流域の時間分布を適用し
ました。

各豪雨における時間分布の想定
新潟豪雨（五十嵐川流域）パターン
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鶴来上流域平均時間雨量分布図

手取川計画降雨4

円山川豪雨３

福井豪雨２

新潟豪雨１

降雨パターン№

モデル降雨

円山川流域

足羽川流域

五十嵐川流域

時間分布の

適用
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平成16年新潟、福井豪雨の時間分布を用いて流出計
算を行なった結果、流出のピーク流量は、4,000～
5,500m3/sと、基本高水のピーク流量を下回ってい
ます。

3,960円山川豪雨３
【基本高水の
ピーク流量】

6,000
手取川計画降雨4

5,480福井豪雨２

5,090新潟豪雨１

鶴来地点流量
（m3/s)

降雨パターン№

新潟や福井豪雨を手取川流域に当てはめた場合の鶴来地点流量
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岩屋俣

輪島

金沢

国土交通省

気象庁
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昭和１２年から時間雨量が観測されている金沢地方気象
台の既往最大1時間雨量は、昭和25年9月18日に77ｍｍ
（1937年-2004年）を記録しています。手取川流域内で
は、尾添観測所で平成10年9月22日に82ｍｍ（1979
年-2003年）となっています。

気象台所管雨量観測所

（参考）石川県内の既往最大１時間雨量
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生起年　 　S25      S11     S59     H10      H16     H14     H1 0      S6 2     H1 0      H1 1     S5 6

（気象庁)

出展：国交省：金沢河川国道事務所資料

：気象庁：気象庁HP（電子閲覧室）より
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３．昭和９年洪水流量の推定
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現在、雨量や水位・流量データは、時間単位で得られて
いますが、昭和９年当時は、時間単位での水文観測が行な
われていませんでした。

このため、洪水流量を推定するためには、

推定①
◆日雨量の観測データがあるので、過去の前線性の降雨

パターンを仮定して流量を推定する。
推定②
◆当時の河道に残された痕跡水位から、流量を推定する。

が考えられます。

流量の推定方法について
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昭和9年7月降雨量に対する推定流量
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S34.7.11 S39.7.8

S39.7.16 S56.7.3

H9.7.17 痕跡流量

当時の記録では

4,080m3/sと記載

昭和9年7月洪水の実績雨量（鶴来上流260mm／日）
にもとづき降雨の時間分布を過去の前線性のパターンと同
じと仮定し解析した場合

4,190平成9年7月17日

4,110昭和56年7月3日

3,430昭和39年7月16日

3,500昭和39年7月8日

4,400昭和34年7月11日

推定流量
（m3/s)

降雨パターン

鶴来上流域の平均雨量260mm/日
と想定

流量の推定①（流出解析）
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鶴来地点の洪水痕跡は、6.50ｍと記録されてい
るので、当時の断面形状を推定して流量を求める
と4,160㎥/sとなりました。

流量の推定②（等流計算）

鶴来地点
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S9年測量断面より推定

H15年測量断面

痕跡水位=6.5m

鶴来地点の断面は、
昭和9年測量の14K
地点をもとに設定

鶴来地点
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等流H－Q関係

痕跡水位=6.5m

等流計算
水面勾配：I＝1/150
粗度係数：ｎ＝0.045

推定流量

=4,160m
3
/s


